
１

項
番号

（施行令第２条別表第２）
項
番号

（施行規則第３１条別表第１１）

1

くい打機（もんけんを除く。）、くい抜機又はく
い打くい抜機（圧入式くい打くい抜機を除く。）
を使用する作業（くい打機をアースオーガーと併
用する作業を除く。）

1

くい打機（もんけんを除く。）、くい抜機又はく
い打くい抜機（圧入式くい打くい抜機を除く。）
を使用する作業（くい打機をアースオーガーと併
用する作業を除く。）

2 びょう打機を使用する作業 2 びょう打機を使用する作業

3

さく岩機を使用する作業（作業地点が連続的に移
動する作業にあっては、１日における当該作業に
係る２地点間の最大距離が５０メートルを超えな
い作業に限る。）

3

さく岩機を使用する作業（作業地点が連続的に移
動する作業にあっては、１日における当該作業に
係る２地点間の最大距離が５０メートルを超えな
い作業に限る。）

4

空気圧縮機（電動機以外の原動機を用いるもので
あって、その原動機の定格出力が１５キロワット
以上のものに限る。）を使用する作業（さく岩機
の動力として使用する作業を除く。）

4

空気圧縮機（電動機以外の原動機を用いるもので
あって、その原動機の定格出力が１５キロワット
以上のものに限る。）を使用する作業（さく岩機
の動力として使用する作業を除く。）

5

コンクリートプラント（混練機の混練容量が０．
４５立方メートル以上のものに限る。）又はアス
ファルトプラント（混練機の混練容量が２００キ
ログラム以上のものに限る。）を設けて行う作業
（モルタルを製造するためにコンクリートプラン
トを設けて行う作業を除く。）

5

コンクリートプラント（混練機の混練容量が０．
４５立方メートル以上のものに限る。）又はアス
ファルトプラント（混練機の混練容量が２００キ
ログラム以上のものに限る。）を設けて行う作業
（モルタルを製造するためにコンクリートプラン
トを設けて行う作業を除く。）

6

バックホウ（一定の限度を超える大きさの騒音を
発生しないものとして環境大臣が指定するものを
除き、原動機の定格出力が８０キロワット以上の
ものに限る。）を使用する作業

6

バックホウ（原動機の定格出力が８０キロワット
以上のものに限る。）を使用する作業（騒音規制
法施行令（昭和43年政令第324号）別表第２第６
号の規定により環境大臣が指定したバックホーを
使用する作業を除く。）

7

トラクターショベル（一定の限度を超える大きさ
の騒音を発生しないものとして環境大臣が指定す
るものを除き、原動機の定格出力が７０キロワッ
ト以上のものに限る。）を使用する作業 7

トラクターショベル（一定の限度を超える大きさ
の騒音を発生しないものとして環境大臣が指定す
るものを除き、原動機の定格出力が７０キロワッ
ト以上のものに限る。）を使用する作業（騒音規
制法施行令別表第２第７号の規定により環境大臣
が指定したトラクターショベルを使用する作業を
除く。）

8

ブルトーザー（一定の限度を超える大きさの騒音
を発生しないものとして環境大臣が指定するもの
を除き、原動機の定格出力が４０キロワット以上
のものに限る。）を使用する作業 8

ブルトーザー（一定の限度を超える大きさの騒音
を発生しないものとして環境大臣が指定するもの
を除き、原動機の定格出力が４０キロワット以上
のものに限る。）を使用する作業（騒音規制法施
行令別表第２第８号の規定により環境大臣が指定
したブルトーザーを使用する作業を除く。）
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